
〔
特
集
②
〕
　
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
一
年

成
人
教
育
の
近
未
来
像
を
求
め
て

ー
ユ
ネ
ス
コ
第
五
回
国
際
成
人
教
育
会
議

「
未
来
へ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を
読
み
解
く

は
じ
め
に

多
く
の
社
会
教
育
関
係
者
の
熱
い
注
目
を
集
め
た
ユ
ネ
ス
コ
第

五
回
国
際
成
人
教
育
会
議
　
(
以
下
「
会
議
」
と
い
う
)
　
が
、
「
成

人
学
習
二
二
世
紀
へ
.
の
鍵
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
ハ
ン
ブ

ル
ク
で
開
催
さ
れ
て
か
ら
早
一
年
が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
同
会

議
終
了
後
何
回
も
の
修
正
を
重
ね
た
末
、
会
議
の
宣
言
　
(
「
成
人

の
学
習
に
関
す
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
」
、
以
下
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣

言
」
と
い
う
)
　
と
ア
ジ
ェ
ン
ダ
　
(
「
未
来
へ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
、
以

好
　
美

下
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
い
う
)
　
が
参
加
各
国
に
届
け
ら
れ
た
の
は
、

昨
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
最
終

文
書
の
翻
訳
に
携
わ
る
機
会
を
得
、
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
「
ハ
ン

ブ
ル
ク
宣
言
」
　
の
検
討
を
行
な
っ
た
。

同
会
議
に
関
し
て
は
、
澤
野
由
紀
子
氏
に
よ
る
速
報
、
佐
藤
一

子
氏
に
よ
る
一
連
の
ユ
ネ
ス
コ
国
際
成
人
教
育
会
議
の
レ
ビ
ュ
ー

と
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
」
、
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
最
終
決
定
ま
で
の

過
程
に
関
す
る
詳
し
い
分
析
、
さ
ら
に
鈴
木
敏
正
氏
に
よ
る
「
ハ

ン
ブ
ル
ク
宣
言
」
　
の
歴
史
的
・
理
論
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
等

(
1
)

が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
翻
訳
作
業
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を
通
し
て
第
五
回
会
議
の
性
格
や
意
義
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
か
、

以
下
の
要
領
で
私
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
一
に
お
い
て
、
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣

言
」
　
の
関
係
を
中
心
に
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
「
会
議
」
　
に
占
め
る

位
置
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
.
次
に
、
二
に
お
い
て
、
ボ
ー
ダ
ー
レ

ス
化
社
会
と
い
う
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
全
体
に
流
れ
る
問
題
意
識
に

基
づ
く
会
議
の
方
向
性
に
つ
い
て
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
内
容
分
析

を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
つ
づ
い
て
、
三
に
お
い
て
、
「
学
習
権

宣
言
」
　
に
代
表
さ
れ
る
第
四
回
会
議
と
の
比
較
を
通
じ
、
第
五
回

会
議
の
根
底
に
あ
る
成
人
教
育
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
化
を
確
認

し
、
第
五
回
会
議
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
筆
者
な
り
の
管
見

を
述
べ
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

一
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
　
「
会
議
」
に
占
め
る
位
置

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
は
、
「
会
議
」
終
了
後
に
提
出
さ
れ
た
「
ハ
ン

ブ
ル
ク
宣
言
」
を
詳
し
く
説
明
し
、
二
一
世
紀
を
目
前
と
し
た
人

類
が
直
面
す
る
共
通
課
題
に
対
し
て
成
人
学
習
が
果
た
し
得
る
役

割
に
つ
い
て
焦
点
を
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
会
議
」
　
の
企

画
・
組
織
・
運
営
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
総
会
に
よ
り
依
頼
を
受
け
た

ユ
ネ
ス
コ
教
育
研
究
所
　
(
U
I
E
=
U
n
e
s
c
O
-
n
s
t
i
t
u
P
c
 
f
C
r

E
d
u
c
a
t
i
O
n
、
本
部
ハ
ン
ブ
ル
ク
)
　
が
主
導
的
立
場
を
と
っ
て
携

わ
っ
て
き
た
。
U
I
E
は
「
会
議
」
　
の
一
年
前
よ
り
U
I
E
の
理

事
会
や
事
前
の
地
域
別
会
議
に
お
い
て
、
議
題
の
検
討
や
各
国
の

成
人
教
育
法
制
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
の
形
成
等
の
準
備
活
動
を

行
な
い
、
多
く
の
修
正
を
加
え
た
結
果
、
つ
ぎ
の
一
〇
の
テ
t
.
マ

を
会
議
の
議
題
と
し
て
決
定
し
た
。
「
会
議
」
参
加
者
は
全
体
会

議
に
出
席
す
る
と
と
も
に
テ
ー
マ
別
の
一
〇
の
分
科
会
に
別
れ
て

熱
心
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、
行
動
計
画
と
し
て
の
「
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
作
成
に
寄
与
し
た
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
「
会
議
」
閉
会
後

約
二
カ
月
半
た
っ
て
か
ら
最
終
的
に
提
出
さ
れ
た
「
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
で
は
、
会
議
の
議
題
に
沿
う
形
で
つ
ぎ
の
一
〇
の
テ
ー
マ
別

に
そ
の
具
体
的
な
行
動
計
画
の
提
言
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

テ
ー
マ
一
‥
成
人
学
習
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
ー
二
一
世
紀
へ
の
挑

戦
テ
r
マ
二
‥
成
人
学
習
の
条
件
と
質
の
改
善

テ
ー
マ
三
‥
識
字
と
基
礎
教
育
へ
の
普
遍
的
権
利
の
保
障

テ
ー
マ
四
‥
成
人
学
習
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
と
公
平
、
女
性

の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

テ
ー
マ
五
‥
成
人
学
習
と
変
化
す
る
労
働
の
世
界
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テ
ー
マ
六
‥
環
境
・
健
康
・
人
口
問
題
に
関
連
す
る
成
人
学
習

テ
ー
マ
七
‥
成
人
学
習
と
文
化
・
メ
デ
ィ
ア
・
新
し
い
情
報
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

テ
ー
マ
八
‥
万
人
の
た
め
の
成
人
学
習
-
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ル
ー

プ
の
権
利
と
抱
負

テ
ー
マ
九
‥
成
人
学
習
の
経
済
学

テ
ー
マ
一
〇
‥
国
際
協
力
と
連
帯
の
促
進

〓
′
　
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
全
体
に
見
ら
れ
る
問
題
意
識

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
全
体
に
流
れ
る
問
題
意
識
を
二
言
で
い
え
ば
、

「
社
会
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
協
同
の
重
要
性
」

で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
で
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
や
文
化
的
、

政
治
・
社
会
的
課
題
の
地
球
規
模
化
、
生
涯
教
育
の
概
念
に
代
表

さ
れ
る
教
育
の
世
界
に
お
け
る
学
校
教
育
と
成
人
教
育
、
フ
ォ
ー

マ
ル
な
教
育
と
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
間
の
境
界
の
消
滅
、
差

異
に
よ
る
差
別
の
禁
止
と
あ
ら
ゆ
る
差
異
の
受
容
、
不
平
等
の
二

J

極
分
化
へ
の
対
抗
、
成
人
教
育
の
場
に
お
け
る
国
家
の
役
割
の
変

化
と
そ
れ
に
伴
う
政
府
と
非
政
府
組
織
の
役
割
の
重
な
り
な
ど
、

そ
れ
ま
で
の
分
節
型
社
会
か
ら
分
節
間
の
境
界
が
曖
昧
も
し
く
は

消
滅
し
て
き
た
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
型
社
会
と
し
て
現
代
社
会
を
捉

え
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
生
み
出
す
人
類
共

通
の
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
市
民
に
よ
る
参
画
型
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
目
指
し
関
係
諸
機
関
が
協
力
し
協
同
す
る
必
要
が
あ
る

(
2
)

と
結
論
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の

根
底
に
あ
る
イ
デ
ロ
ギ
t
も
二
項
対
立
か
ら
脱
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
多
様
性
の
受
容
へ
と
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
が
進
展
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
前
述
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
「
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
を
引
用
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

(
諸
問
題
の
地
球
規
模
化
)

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
の
第
一
は
、
文
字
通
り
国
家
間
の
境
界
の
消

滅
で
あ
る
。
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
政
治
・
社
会
的
に
も
国
家

間
の
壁
は
年
々
薄
く
な
り
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

ん
で
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
主
に
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
の
テ
ー
マ

三
、
五
、
六
、
七
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

テ
ー
マ
三
で
は
、
識
字
と
基
礎
教
育
と
い
う
人
類
の
普
遍
的
権

利
が
地
球
規
模
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
識
字
が
ボ
ー
ダ
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ー
レ
ス
化
し
た
社
会
の
中
で
個
人
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確
立
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
具

体
的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
て
非
識
字
者
の
減
少
を
訴
え
て
い
る
が
、

こ
の
数
値
目
標
の
根
拠
や
実
現
可
能
性
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

い
さ
さ
か
画
餅
の
感
が
拭
い
き
れ
な
い
。

ま
た
テ
ー
マ
五
の
労
働
力
移
動
に
伴
う
雇
用
の
不
安
定
と
失
業

の
増
大
は
、
地
球
規
模
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
成
人

学
習
に
労
働
や
職
業
に
関
連
し
た
学
習
も
含
め
て
お
り
、
「
会
議
」

の
現
実
主
義
的
側
面
を
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ぎ
に
、
テ
ー
マ
六
の
環
境
・
健
康
・
人
口
問
題
だ
が
、
こ
れ

も
正
に
地
球
規
模
の
複
雑
で
論
争
的
な
課
題
で
あ
る
。
先
進
国
と

発
展
途
上
国
間
の
立
場
の
相
違
は
国
家
間
の
調
整
を
必
要
と
す
る

重
要
な
問
題
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
は
市
民
の
概
念
に
よ
り

説
明
が
さ
れ
、
国
家
間
の
利
害
の
相
違
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

テ
ー
マ
七
は
情
報
化
と
い
う
観
点
か
ら
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
を
捉
え
て
い
る
が
、
情
報
化
へ
の
対
応
を
課
題
に
す
る
段
階
に

ま
で
他
の
条
件
が
成
熟
し
て
い
る
か
否
か
は
、
国
に
よ
っ
て
か
な

り
開
き
の
あ
る
部
分
で
あ
る
。

〈
生
涯
学
習
概
念
と
教
育
の
世
界
に
お
け
る
境
界
の
消
滅
)

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
で
は
、
成
人
学
習
に
生
涯
(
生
活
)
を
通
し
て

一

の
学
習
　
(
-
e
a
r
n
i
n
g
 
t
h
r
O
u
g
h
O
u
二
i
f
e
)
　
と
い
う
概
念
を
提
起

す
る
こ
と
で
、
初
期
の
教
育
と
継
続
教
育
と
い
う
区
別
を
超
え
、

深
さ
と
広
が
n
ソ
を
も
っ
た
新
し
い
考
え
方
を
提
示
し
て
い
る
。
そ

れ
は
テ
ー
マ
二
で
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
、
学
校
教
育
と
成
人
教

育
の
間
の
壁
を
取
り
除
き
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
教
育
と
ノ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
教
育
の
垣
根
を
取
り
除
い
た
も
の
で
あ
り
、
正
に
教
育
の

世
界
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
「
ハ
ン
ブ
ル
ク

宣
言
」
と
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
を
含
め
、
「
会
議
」
　
の
文
書
に
お
い

て
「
成
人
教
育
」
　
(
a
d
u
】
t
 
e
d
u
c
a
t
i
O
n
)
　
の
代
わ
り
に
、
「
成
人

学
習
し
　
(
a
d
u
H
t
】
e
a
r
n
i
n
g
)
　
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
点
も
、

生
涯
学
習
概
念
へ
の
シ
フ
ト
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

「
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
」
　
に
お
い
て
は
、
「
成
人
と
青
年
の
教
育
」

(
y
O
u
t
h
 
a
n
d
 
a
d
u
H
t
 
e
d
u
c
a
t
i
O
n
)
　
と
い
う
概
念
が
「
成
人
教

育
」
　
(
a
d
u
-
t
 
e
d
u
c
a
t
i
O
n
)
　
の
代
わ
り
に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
青
少
年
と
成
人
を
教
育
の
対
象
と
し
た
日
本
の

「
社
会
教
育
」
　
の
概
念
の
再
評
価
に
つ
な
が
る
注
目
す
べ
き
動
向

(
2
)

で
あ
る
。
筆
者
は
草
案
に
な
か
っ
た
壱
O
u
t
h
 
a
n
d
。
の
語
句
が
、

「
会
議
」
　
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
付
け
加
え
ら
れ

(・17)



た
の
か
、
誰
の
発
議
で
あ
っ
た
の
か
に
強
く
関
心
が
あ
る
が
、
残

念
な
が
ら
未
だ
不
明
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〈
あ
ら
ゆ
る
差
異
の
受
容
、
多
様
化
の
受
容
)

差
異
に
よ
る
差
別
の
禁
止
に
関
し
て
は
、
主
に
テ
ー
マ
四
と
テ

ー
マ
八
で
提
言
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ
四
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

よ
る
差
別
の
禁
止
と
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
重
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
公
平
を
達
成
す
る
た
め
に
は
教

育
機
会
の
公
平
は
も
と
よ
り
、
教
育
を
通
し
て
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層

の
男
性
・
女
性
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
不
平
等
が
存
在
す
る
と
い

う
事
実
を
認
識
さ
せ
た
り
、
参
画
型
の
教
育
を
通
し
て
女
性
の
日

常
の
生
活
経
験
に
つ
い
て
の
自
覚
を
促
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る
不
平
等
の
克
服
は
、
正
に
多
く

の
参
加
国
の
切
実
な
問
題
で
あ
る
。

ま
た
テ
ー
マ
八
で
は
、
高
齢
者
・
移
民
・
ジ
プ
シ
ー
・
難
民
・

障
害
者
・
被
収
容
者
等
、
異
な
る
ゆ
え
に
差
別
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
人
々
に
成
人
学
習
を
保
障
す
る
必
要
性
を
声
を
大
に
し
て

詠
っ
て
い
る
。
こ
の
主
張
は
、
第
四
回
会
議
の
学
習
権
宣
言
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
不
平
等
の
二
極
分
化
へ
の
対
抗
)

テ
ー
マ
二
に
お
い
て
、
成
人
教
育
に
対
す
る
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
す
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
間
の
不
平
等
が
さ
ら
に
拡

大
す
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
極
分

化
を
克
服
す
る
た
め
に
は
成
人
学
習
を
身
近
な
も
の
と
し
、
学
校

開
放
・
大
学
開
放
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
提
言
さ
れ
て
い
る
。

。
e
d
u
c
a
t
i
O
n
1
m
O
r
e
 
e
d
u
c
a
t
i
O
n
。
の
法
則
は
古
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
民
主
的
な
成
人
教
育
の
追
求
の
た
め

に
は
、
こ
の
不
平
等
の
拡
大
は
是
正
す
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
非
政
府
組
織
の
役
割
が

重
要
と
な
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。

(
成
人
教
育
の
場
に
お
け
る
国
家
の
役
割
の
変
化
)

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
　
で
は
、
成
人
の
学
習
を
推
進
す
る
役
割
を
政
府

の
み
な
ら
ず
N
G
O
　
(
非
政
府
組
織
)
　
に
も
期
待
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
「
会
議
」
　
に
四
二
八
と
い
う
多
数
の
N
G
O
の
参
加
を
得

た
「
会
議
」
　
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
ユ
ネ

ス
コ
国
際
成
人
教
育
会
議
で
は
、
第
二
回
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
会

議
か
ら
N
G
O
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
は
い
た
が
、
澤
野
氏

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
N
G
O
が
参
加
し
た
の
は
、
国
連

(4g)



(
4
)

の
会
議
で
も
初
め
て
と
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
人
教
育
の
場
に
お
け
る
国
家
の
役
割
の
変
化
に

つ
い
て
の
言
及
は
、
テ
ー
マ
九
と
一
〇
に
お
い
て
さ
れ
て
い
る
。

テ
ー
マ
九
で
憶
特
に
財
政
の
面
か
ら
、
テ
ー
マ
一
〇
で
は
国
際
協

力
の
観
点
か
ら
、
政
府
・
N
G
O
・
民
間
セ
ク
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
の
間
の
協
同
と
連
帯
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

〈
総
　
論
)

こ
の
よ
う
に
、
現
代
社
会
は
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
民
主
的
な
成
人
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
ボ
ー
ダ
ー
.
レ
ス
化
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
し
て
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ク

ロ
ス
オ
ー
バ
ー
型
社
会
に
お
い
て
協
同
と
連
帯
、
参
画
型
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
テ
ー
マ
一
と
テ
ー
マ

一
〇
に
お
い
て
総
論
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。

テ
ー
マ
一
と
テ
ー
マ
一
〇
は
い
わ
ば
他
の
各
論
的
テ
ー
マ
の
プ

ロ
ロ
ー
グ
と
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
あ
り
、
テ
ー
マ
二
か
ら
テ
ー
マ
九
に

お
け
る
あ
ら
ゆ
る
課
題
に
呼
応
し
た
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
　
成
人
教
育
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化

-
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
多
様
性

の
受
容
へ

一

ユ
ネ
ス
コ
教
育
研
究
所
に
長
く
関
わ
っ
て
き
た
H
・
S
・
ポ
ー

ラ
は
、
ユ
ネ
ス
コ
は
一
九
四
六
年
の
開
始
以
来
全
世
界
を
そ
の
舞

台
と
す
る
成
人
教
育
機
関
に
な
っ
た
と
し
、
成
人
教
育
理
論
に
対

す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
彼
は

エ
ル
シ
ノ
ア
　
(
一
九
四
九
年
)
　
か
ら
パ
リ
　
二
九
八
五
年
)
　
に
至

る
過
去
四
回
の
国
際
成
人
教
育
会
議
の
動
向
を
成
人
教
育
の
イ
デ

(
5
)

オ
ロ
ギ
ー
化
の
道
標
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
彼
の
分
析
に
よ
れ

ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
成
人
教
育
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
、

個
人
的
慈
善
か
ら
社
会
変
革
へ
、
改
良
的
活
動
か
ら
闘
志
的
活
動

へ
移
行
し
、
パ
リ
に
お
け
る
第
四
回
会
議
は
ユ
ネ
ス
コ
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
立
場
の
到
達
点
に
他
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
学
習

権
」
と
い
う
新
し
い
人
権
概
念
を
生
み
出
し
た
パ
リ
会
議
は
、
資

本
主
義
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
成
人
教
育
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

確
立
し
た
の
で
あ
る
　
(
周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
そ

の
急
進
性
に
反
発
し
、
一
九
八
四
年
に
ユ
ネ
ス
コ
を
脱
退
し
て
い

る)。

(49)



で
は
今
回
の
「
会
議
」
は
ど
の
寸
っ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
「
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
」
と
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
は
、

理
論
的
で
格
調
の
高
い
　
「
学
習
権
宣
言
」
と
は
異
な
り
、
現
実
的

で
実
践
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
「
会
議
」
　
に
お
け
る
修
正
意

見
を
反
映
し
て
、
学
習
権
に
関
す
る
記
述
は
あ
る
が
、
権
利
の
主

張
は
ト
ー
ン
が
弱
ま
り
、
権
利
に
伴
う
市
民
の
義
務
と
責
任
も
併

せ
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
第
四
回
か
ら
の
後
退
な
の
で
あ

ろ
う
か
。

筆
者
は
こ
れ
は
後
退
で
は
な
く
、
成
人
教
育
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

発
展
で
あ
り
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
今

後
の
成
人
教
育
理
念
は
二
項
目
対
立
の
図
式
で
は
で
は
描
き
き
れ

ず
、
ポ
ー
ラ
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
、

(
6
)

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
混
合
さ
れ
た
も
の
」

に
な
り
、
成
人
教
育
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
対
立
の
時
代
か
ら
多

様
性
の
受
容
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
「
ア
ジ
ェ
ン

ダ
」
に
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
提
言
は
、
正
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的

多
様
性
の
受
容
を
示
し
た
も
の
に
は
か
な
ら
な
い
。

「
学
習
権
宣
言
L
を
再
確
認
す
る
だ
け
で
は
発
展
は
な
い
。
こ
の

「
会
議
」
を
第
四
回
会
議
か
ら
の
後
退
と
は
捉
え
ず
、
第
四
回
か

ら
一
歩
前
進
し
た
学
習
権
を
前
提
と
し
た
協
同
と
参
画
型
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
提
起
と
し
て
、
積
極
的
に
評
価
し
た
い
。

(
ふ
じ
む
ら
・
よ
し
み
=
埼
玉
大
学
)

(注)(
1
)
澤
野
由
紀
子
「
二
一
世
紀
を
開
く
可
成
人
学
習
2
　
『
内
外
教
育
』

一
九
九
七
年
九
月
号
、
佐
藤
一
子
「
二
一
世
紀
へ
の
鍵
と
し
て
の
成
人
学
習

-
第
五
回
国
際
成
人
教
育
会
議
報
止
甲
J
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

『
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
学
研
究
し
第
二
二
号
、
一
九
九
七
年
、
鈴
木
敏
正

「
『
主
体
形
成
の
社
会
教
育
』
　
へ
の
行
動
提
起
-
ユ
ネ
ス
コ
国
際
成
人
　
教
育

会
議
『
ハ
ン
ブ
ル
ク
宣
言
』
　
二
九
九
七
)
　
の
歴
史
的
・
理
論
的
意
義
-
」

北
海
道
大
学
教
育
学
部
社
会
教
育
研
究
室
『
社
会
教
育
研
究
』
第
一
七
号
、

一
九
九
八
年
。

(
2
)
藤
田
英
典
は
現
代
社
会
を
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
型
社
会
と
し
て
分
析
し

て
い
る
。
(
藤
田
英
典
『
子
ど
も
・
学
校
・
社
会
-
「
豊
か
さ
」
の
ア
イ
ロ

ニ
ー
の
な
か
で
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
一
年
。
)

(
3
)
鈴
木
敏
正
、
前
掲
論
文
、
一
七
頁
。

(
4
)
　
澤
野
由
紀
子
、
前
掲
論
文
、
一
〇
貢
。

(
5
)
　
H
・
S
・
ポ
ー
ラ
/
岩
橋
市
心
子
・
猪
飼
美
恵
子
他
訳
『
国
際
成
人
教

育
論
1
ユ
ネ
ス
コ
・
開
発
・
成
人
の
学
習
』
東
信
望
、
一
九
九
七
年
、
一
九

頁
。(

6
)
　
同
上
書
、
三
五
頁
。

(5の




